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1．は じめに

　近 年増加 してい る大容量コ ン テ ン ツの 通信に 対 して，通 信速

度の 向上 と，ネ ッ トワ
ー

ク 資源 の 負荷軽減 を 目的 と して，
Pv6 経 路制御ヘ ッ ダ を用い たマ ル チパ ス 通信 に っ い て検討 を重

ねて きた【121．こ こ で い うマ ル チ パ ス 通信 とは，二 経路以 上 の

経路を同時に使っ て 送信する通信方 式で あ る，前回 の 報告で は

皿P 通 信 をべ 一ス の 通信方 式 を小規模ネ ッ トワ
ー

ク に実装 して

実証実験 を行い ，マ ル チパ ス 通信の 有効性を示 した？］，

　今回は ， 同時送信す る各通 信に ス ロ
ー

ス タ
ートを組み 込 んで

箕P ライ クな通信 と し，小規模ネッ トワ
ー

ク で 通信実験 を行 っ

た。こ こ で は トラ フ ィ ッ ク の 観察結果を報告する．

2，提案手法

　本 方式の 前提 と して，IPv6経路制御 ヘ
ッ ダを処理す るノ

ー
ド

が ネ ッ トワ
ー

ク ．ヒに 点 在 して お り，送信 ノ
ードは 中継 ノ

ー
ドを

指 定 して 通信する こ とがで きる もの とす る．また，動的経路制

御に よっ て 決定 され る経路 を主経路，指定された 中継ノ
ードを

経 由す る 経路 を副経路 と呼ぶ ．本提 案の マ ル チ パ ス 通信 で は，
送信 ノ

ードは，基本的に は主経路を用い て 通信す るが，主経路

が混雑 して きた場合に副経路に 対 して 流量 を分配 す る．主経路

が 空い て きた場 含，副経路 へ の 流 量 を減 らし，で きる限り主経

路を使っ て 流す．送 信ノ
ードが通信 路 の 混雑 を知 るため，受信

側は送信側に対 して，定期的にパ ケ ソ トの 受信帯域 を通知 する．

この 方 式 に よ り，通信 を停止 する こ となく，混雑に よ っ て発生

す る再 送パ ケ ッ トに よるデ ッ ドロ ッ ク を回避すると ともに，ネ

ッ トワ
ーク資源 の 有効活用を図 る．

トラ フ ィ ッ ク が 発生す ると副経路の送信量 が増加 し，副経路 の

トラ フ ィ ソ クが上昇する様子がみ られる．ク ロ ス トラフ ィ ソ ク

の 変化に対 し て，ス ム ーズ に流 量 が変 化 して い る こ とが観 察 さ

れ た．

　

図 1 実験ネッ トワ
ー

ク 図

晦

　 　 lOOiEi

耋
ミ　 　
1 聾 so・馨．

甥

i　　 o
…

　 　 　 01234567
　 　 　 　 　 　 　 　 　

−
mein 　

−一一
sub 　

−
tra鮪 G

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 経過 時聞 【se 。1

　図 2 ク ロ ス トラ フ ィ ッ クの 変化に対す る送信帯域の 変化

3．実　験

　F（］11台を 1〔mSE −T で つ な ぎ，図 1 に示す よ うなネ ッ トワ
ー

ク を組ん だ．ネ ッ トワ
ーク内の ル

ーティ ン グでは，送信端末 と

受信端末間の端末数が最も少 ない 経 路を主経路 とした．

　本研究の 実験プ ロ グ ラム は，送信 プ ロ トコ ル と して U〕P を用

い，受信 ノ
ードは送信ノ

ー
ドに定期的な通信時間を通知 し，送

信 ノ
ードは帯域制御 を行 う，ス V 一ス タートの た め，帯域 を増

加す る場合は，主経路は nCrps副経 路 は 1Nibps単位 で増加させ

た．また，輻輳 して い る側 の通 信路の 通信量削減も徐々 に 行う

よ うに した．
　図 2 に 各 経 路の 通信 トラ フ ィ ッ ク の 時間変化 を示す．2．・5−

5．5s  の 問主経路に 1〔  〕ps の ク ロ ス トラ フ ィ ソ クを発生 させ

た．時刻 Osecに送信開始す る と，主経路 の トラ フ ィ ッ クは

徐 々 に増加 してほぼ 1（  ）psに達する，しか し 2．5secで クロ ス

4．まとめ

　本研究で は，前回の 提案ア ル ゴ リズム にス ロ
ース タ

ー
トの 実

装 と送信帯域制御の 改良を行っ た．また，輻輳 状態 を変化 させ

て実 験 し，輻輳の 変化 に 対 して 送信量 の 纐 卸がス ム
ー

ズ に行 わ

れて い る こ とを確認 した．

参考文献

　Il】田中昌二，山田真 貴，原 山美知子
”

工P＞6 ソース ル ーテ ィ

ン グ を用い た マ ル チ パ ス データ転送方式の 提案，
”
信学技報

109（376），　pp．79−84強　201（HO1
−21．

　［2】山 田真貴，田 中昌z ，原 山美知子
”
1恥6 経路制御ヘ ッ ダ

を利用 したマ ル チバ ス デ
ー

タ通信の 実装，
”
情報処理学会第 72

回全国大会講演論文集 vo1 ．3pp．　363−3∈4（2010）．

2011／3／14〜17　東京 　　　 555
（通信講演論文集 2）

Copyright ◎ 20111EICE

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


